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審
議
し
た
主
な
議
案

審
議
し
た
主
な
議
案

　

決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
す
る
理
由
の
第
１
は
、
国
保

税
増
税
の
準
備
や
小
学
校
給
食
の
民

間
委
託
化
が
行
わ
れ
る
等
、
市
民
生

活
に
冷
た
い
決
算
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
２
に
、
危
機
的
財
政
と
言
っ
て
、

市
民
に
負
担
と
サ
ー
ビ
ス
切
下
げ
を

押
し
付
け
な
が
ら
、
数
十
億
円
も
か

か
る
再
開
発
等
を
促
進
す
る
決
算
だ

か
ら
で
あ
る
。
第
３
に
、
新
庁
舎
建

設
の
努
力
が
行
わ
れ
ず
、
今
後
多
額

の
出
費
が
見
込
ま
れ
る
中
、
財
政
計

画
が
示
さ
れ
な
い
等
、
計
画
的
行
政

運
営
に
問
題
が
あ
る
。
最
後
に
、
市

民
参
加
条
例
に
反
す
る
よ
う
な
市
政

運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

決
算
規
模
は
、
歳
入
が
約　

億
５

３９２

千
万
円
、
歳
出
が
約　

億
３
千
万
円
、

３８０

実
質
収
支
は
約　

億
２
千
万
円
。
財

１２

政
指
標
は
経
常
収
支
比
率
が　

・
７

９６

％
で
前
年
度
比
２
・
３
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
た
。
人
件
費
比
率
は　

・
６
％

１６

で
２
ポ
イ
ン
ト
改
善
、
多
摩　

市
中

２６

最
下
位
か
ら　

位
と
な
っ
た
。
財
政

１７

構
造
健
全
化
の
取
組
成
果
を
評
価
す

る
が
、
更
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進

を
強
く
求
め
る
。
ま
た
、
市
債
の
発

行
は
真
に
必
要
な
も
の
に
限
り
、
健

全
な
財
政
運
営
を
要
望
す
る
。
財
政

が
厳
し
い
中
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
諸
事
業
を
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

ま
ず
、
待
機
児
解
消
施
策
が
不
十

分
。
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
保
証

の
観
点
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な

い
。
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
と
、
働
く
親
が
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
体
制
を
一
刻
も
早
く
整
え
る

べ
き
。
小
学
校
給
食
調
理
の
民
間
委

託
導
入
時
の
市
民
参
加
も
不
十
分
。

ま
た
、
子
ど
も
が
育
つ
場
で
の
退
職

者
不
補
充
は
子
ど
も
の
命
に
係
わ
る
。

命
や
育
ち
を
最
優
先
に
考
え
改
め
よ
。

　

決
算
年
度
は
、
市
民
参
加
、
市
民

協
働
の
観
点
か
ら
も
問
題
の
あ
る
運

営
だ
っ
た
。
納
得
と
合
意
の
施
政
を

求
め
、
認
定
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

限
ら
れ
た
予
算
が
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の

生
活
を
守
る
施
策
と
し
て
、
災
害
備

蓄
品
の
拡
充
、
市
内
の
橋
り
ょ
う
点

検
の
実
施
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
配
布
の
実
施
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

配
布
、
成
人
歯
科
検
診
の　

歳
ま
で

８０

の
延
長
等
が
特
に
評
価
で
き
る
。
そ

の
上
で
、
山
積
さ
れ
た
課
題
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
、
監
査
委
員
の
審
査
意

見
書
で
示
さ
れ
た
内
容
を
早
急
に
検

討
し
、
緊
張
感
を
持
っ
た
財
政
運
営

を
お
願
い
す
る
。
重
ね
て
、
介
護
、

子
育
て
施
策
の
展
望
を
示
し
、
庁
内

の
総
力
を
も
っ
て
当
た
っ
て
ほ
し
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

平
成　

年
度
決
算
で
は
、
け
や
き

２５

保
育
園
・
ピ
ノ
キ
オ
幼
児
園
新
園
舎

建
設
、
貫
井
北
町
セ
ン
タ
ー
建
設
な

ど
長
年
の
市
民
要
望
が
実
現
し
た
。

職
員
人
件
費
は
５
億
９
千　

万
９
千

１８４

円
削
減
さ
れ
、
人
件
費
比
率
は　

・
１６

６
％
と
な
っ
た
が
、
経
常
収
支
比
率

は　

・
７
％
で
厳
し
い
ま
ま
で
あ
る
。

９６
危
機
的
財
政
状
況
改
善
の
た
め
に
は

原
因
分
析
が
重
要
で
、
職
員
人
件
費

削
減
の
限
界
を
見
据
え
た
対
策
が
必

要
。
今
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

と
、
進
行
す
る
高
齢
化
に
対
応
可
能

な
安
定
的
財
政
基
盤
の
早
期
確
立
を

要
望
し
、
本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

 　

平
成　

年　

月　

日
の
本
会
議
に

２６

１２

１６

お
い
て
総
務
企
画
委
員
会
（
中
山
克

己
委
員
長
）
に
付
託
し
、
同
日
の
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
に
基
づ
き
、
給
与
月
額
を
０
・

　

％
、
勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
額
を

１３０
・　

月
引
き
上
げ
、
公
民
較
差
の

２５

解
消
を
図
る
と
と
も
に
、　

歳
以
上

５５

の
昇
給
を
抑
制
し
、
さ
ら
に
人
件
費

を
削
減
す
る
た
め
、
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１２

１８

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

本
来
な
ら
ば
、
地
方
公
務
員
の
給

与
改
正
で
は
、
給
料
表
を
都
に
準
じ

た
り
、
近
隣
類
似
団
体
と
の
権
衡
を

是
と
し
労
使
交
渉
を
尊
重
す
る
こ
と

と
な
る
。
し
か
し
、
小
金
井
市
の
お

か
れ
て
い
る
財
政
状
況
、
財
政
調
整

基
金
残
高
、
今
後
の
施
設
更
新
計
画
、

直
面
す
る
ご
み
処
理
施
設
共
同
処
理

に
係
る
財
政
負
担
、
子
育
て
支
援
に

要
す
る
経
費
、
さ
ら
に
来
年
度
は
確

実
に
交
付
税
不
交
付
団
体
と
な
る
こ

と
、
法
人
市
民
税
の
減
収
も
予
測
さ

れ
て
い
る
。
総
論
的
に
考
え
、
独
自

色
を
も
っ
た
判
断
を
す
る
こ
と
に
住

民
は
納
得
す
る
と
考
え
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

賛
成
す
る
理
由
の
１
点
目
は
、
東

京
都
人
事
委
員
会
勧
告
を
尊
重
す
る

立
場
か
ら
で
あ
る
。
労
働
三
権
が
制

限
さ
れ
る
公
務
員
に
適
正
な
条
件
を

確
保
す
る
こ
と
が
勧
告
の
意
義
で
あ

り
、
他
市
の
ほ
と
ん
ど
が
従
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
も
条
例
の
改
正
は

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及

び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
及

び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

当
然
行
う
べ
き
で
あ
る
。
２
点
目
は
、

職
務
の
質
の
向
上
に
期
待
す
る
立
場

か
ら
で
あ
る
。
職
員
に
対
す
る
要
求

が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
中
、
職
員
の

や
る
気
を
保
ち
、
市
民
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
は
、
他
市
と
横
並
び
の

改
定
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

本
件
は
、
財
政
調
整
基
金
７
千　
６００

万
円
を
取
り
崩
し
、
職
員
の
基
本
給

及
び
ボ
ー
ナ
ス
の
引
上
げ
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
反
対
の
理
由
は
、
市
財

政
が
、
経
常
収
支
比
率
が
多
摩　

市
２６

ワ
ー
ス
ト
１
位
、
財
政
調
整
基
金
残

高
が
近
隣
市
・
類
似
市
ワ
ー
ス
ト
１

位
な
ど
、
危
機
的
財
源
不
足
状
態
に

あ
る
こ
と
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
、

市
庁
舎
建
設
、
子
育
て
支
援
の
充
実

な
ど
に
今
後
多
額
の
財
源
を
要
す
る

こ
と
、
市
民
生
活
が
厳
し
い
こ
と
の

３
点
で
あ
る
。
市
民
が
市
財
政
を
憂

い
、
職
員
が
賃
上
げ
を
楽
し
ん
で
い

る
の
で
は
、
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

東
京
都
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ

き
、
給
与
月
額
を
０
・　

％
、
勤
勉

１３

手
当
を
０
・　

月
引
き
上
げ
る
本
条

２５

例
の
影
響
額
は
７
千　

万
円
に
も
上

６１７

る
。
市
長
は
、
基
金
が
積
め
て
い
な

い
か
ら
と「
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」

を
凍
結
し
た
。
リ
ー
ス
庁
舎
解
消
に

必
要
な
新
庁
舎
建
設
が
、
危
機
的
財

政
難
で
出
来
な
い
な
ら
、
職
員
給
与

や
手
当
の
引
上
げ
は
当
分
見
合
わ
せ

る
こ
と
が
妥
当
だ
。
公
民
較
差
解
消

と
い
う
が
、
個
人
市
民
税
か
ら
見
て

も
民
間
が
潤
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

市
政
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
た
と
き

に
は
職
員
給
与
に
も
反
映
し
た
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

現
在
の
小
金
井
市
の
財
政
状
況
が

良
く
な
る
見
通
し
が
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
職
員
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
、「
横
並
び
意

識
の
蔓
延
に
よ
る
組
織
に
と
っ
て
の

悪
影
響
」
へ
の
懸
念
が
あ
る
た
め
に

反
対
す
る
。
新
庁
舎
建
設
も
「
お
金

が
な
い
か
ら
建
て
ら
れ
な
い
」
と
市

長
は
述
べ
た
が
、
既
成
概
念
を
壊
し
、

先
進
的
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。
必
要
な
こ
と
も

実
行
せ
ず
、
７
千　

万
円
の
基
金
の

６００

取
り
崩
し
で
の
職
員
給
与
ア
ッ
プ
は
、

財
政
悪
化
状
態
が
続
く
小
金
井
市
で

は
や
る
べ
き
で
な
い
。

 　

本
条
例
原
案
に
対
し
て
、
職
員
の

基
本
給
と
ボ
ー
ナ
ス
を
引
き
上
げ
る

内
容
の
部
分
の
削
除
を
趣
旨
と
す
る

修
正
案
が
、　

月　

日
の
本
会
議
に

１２

１８

お
い
て
、
渡
辺
大
三
議
員
ほ
か
２
人

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
起
立
採

決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
否
決

し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

職
員
も
勤
労
者
で
あ
り
、
労
働
争

議
権
が
な
い
中
で
の
人
事
院
勧
告
は

尊
重
す
べ
き
。
平
成　

年
か
ら
の
行

１０

財
政
改
革
で
、
職
員
定
数
や
諸
手
当

の
削
減
に
よ
り　

億
円
も
の
人
件
費

３０

削
減
に
職
員
も
協
力
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
経
常
収
支
比
率
が
改
善
し
な

い
こ
と
は
、
理
事
者
と
議
会
の
責
任

で
あ
り
、
職
員
に
責
任
を
求
め
る
こ

と
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
他
市
並
み

の
給
与
引
上
げ
は
妥
当
と
考
え
る
が
、

職
員
に
お
い
て
は
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
給
与
を
引
き
上
げ
る
意
味
を

十
分
に
理
解
し
、
更
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

 　

平
成　

年　

月　

日
の
本
会
議
に

２６

１１

２８

お
い
て
予
算
特
別
委
員
会
（
小
林
正

樹
委
員
長
）
に
付
託
し
、　

月　

日

１２

１１

の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及

び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
及

び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

対
す
る
修
正
案
（
議
員
提
案
）

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算
（
第
６
回
）

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
市
内
集
会

施
設
利
用
料
の
受
益
者
負
担
の
開
始

に
伴
う
「
集
会
施
設
の
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
」（　

万
２
千
円
）、
学

２０７

童
保
育
所
の
運
営
を
民
間
事
業
者
に

委
託
す
る
た
め
の
「
学
童
保
育
所
運

営
に
要
す
る
経
費
」（　

万
５
千
円
）、

８６０

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区
の
再

開
発
事
業
に
係
る
「
市
街
地
再
開
発

等
の
事
業
に
要
す
る
経
費
」（
１
億
３

千　

万
円
）、
債
務
負
担
行
為
と
し

８４０
て
計
上
さ
れ
た
本
庁
舎
耐
震
診
断
委

託
料
（　

万
９
千
円
）
な
ど
で
す
。

３７８

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１２

１８

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
第
２
地
区
再
開
発
の
予

算
で
あ
る
。
危
機
的
財
政
状
況
の
中
、

巨
額
の
市
負
担
を
す
る
べ
き
で
な
い
。

第
二
は
、
学
童
保
育
所
委
託
準
備
予

算
で
あ
る
。
１
人
月　

万
円
の
人
件

１８

費
の
予
算
は
、
事
業
者
に
払
わ
れ
る

も
の
で
、
非
常
勤
の
職
員
に
全
額
払

わ
れ
る
保
証
は
な
い
。
低
賃
金
の
不

安
定
雇
用
の
職
員
に
、
こ
れ
ま
で
の

市
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
仕
事
を
さ
せ

る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
保
障
さ

れ
る
保
証
も
な
い
。
第
三
は
、
集
会

施
設
有
料
化
予
算
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

合
計　

人
の
待
機
児
童
解
消
が
図

８４

ら
れ
る
保
育
園
等
の
関
連
経
費
、
市

内
４
か
所
の
学
童
保
育
所
に
お
け
る

保
育
時
間
延
長
等
の
た
め
の
民
間
委

託
化
関
連
経
費
や
、
生
活
困
窮
者
へ

の
自
立
支
援
事
業
経
費
、
扶
助
費
対

象
者
増
加
に
対
す
る
経
費
や
健
康
診

断
と
い
っ
た
、
人
に
寄
り
添
う
支
援

と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
充

実
の
た
め
に
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

あ
ら
ゆ
る
方
策
と
効
果
を
思
案
し
財

源
確
保
に
努
め
、
最
小
経
費
で
最
大

効
果
を
あ
げ
る
効
率
的
な
市
政
運
営

を
進
め
る
内
容
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　
「
本
庁
舎
耐
震
診
断
委
託
料
」
と

「
市
街
地
再
開
発
等
の
事
業
に
要
す

る
経
費
」
の
二
つ
の
予
算
に
つ
い
て
、

そ
の
積
算
根
拠
や
内
訳
が
示
さ
れ
ず
、

予
算
自
体
の
適
正
さ
を
判
断
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
反
対
す
る
理
由
で
あ

る
。
議
会
は
市
が
執
行
す
る
予
算
が

適
切
で
無
駄
が
な
い
か
、
併
せ
て
、

業
務
遂
行
に
当
た
り
満
足
な
成
果
が

得
ら
れ
る
予
算
か
を
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
予
算
は
客
観
的
な

判
断
が
で
き
る
材
料
が
個
人
情
報
を

理
由
に
示
さ
れ
ず
、
適
切
な
説
明
が

な
か
っ
た
。
今
後
は
適
切
に
情
報
を

開
示
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

ま
ず
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２

地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
補

助
金
を
評
価
す
る
。
財
源
に
は
国
や

都
の
補
助
金
等
も
あ
り
、
市
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
に
至
る
前
に
行

政
と
し
て
支
援
す
る
生
活
困
窮
者
自

立
相
談
支
援
事
業
の
経
費
や
、
口
腔

ケ
ア
の
充
実
を
図
る
成
人
歯
科
健
康

診
査
委
託
料
の
追
加
も
あ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
と
し
て
の
本
庁
舎

耐
震
診
断
委
託
料
も
重
要
だ
。
災
害

時
の
拠
点
に
な
る
の
が
本
庁
舎
で
あ

る
。
新
庁
舎
の
建
設
時
期
に
か
か
わ

ら
ず
、
早
急
な
耐
震
診
断
を
求
め
る
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

２５

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日
付
け
で
、

26

11

25

百
瀬
和
浩
議
員
及
び
渡
辺
大
三
議

員
の
所
属
す
る
会
派
よ
り
会
派
異

動
届
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
会
派
の
名
称
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
変
更
と
な
っ
た
会
派

名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
新
）
リ
ベ
ラ
ル
保
守
の
会

（
旧
）
み
ん
な
の
党
・
小
金
井
刷

新
の
会

会
派
の
名
称
の

変
更
に
つ
い
て


